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サ責がアセスメントや計画作成に手間取り、他の仕事に
支障が出る。
職員間でアセスメントや計画の質にばらつきがある。
軽微な状態変化が多く、そのたびに計画の作成をし直す
のが大変。

職員の急な休みに対応するためのシフト調整に時間がか
かる。
一定の時間に集中したニーズが多く、ヘルパーの手配がう
まくできない。
ヘルパーの希望やスキル、相性等をふまえたマッチング
が難しい。

職員の出勤や退勤の正確な時間が分からず、給与計算に
手間がかかる。
サービス提供以外の勤務時間の管理が難しい。

直行直帰型の職員の管理がうまくできない。
稼働日に必ず事業所に出勤することは、職員に負担がかか
る。

代理で訪問するヘルパーがすぐに見つからず、探すのに手
間がかかる。
サ責による代行訪問が常態化し、本来業務に支障が出る。

必要最小限の情報を効率的に記入できる記録書式がほしい。
記録の書き方がヘルパーによってまちまちで情報の内容
が統一できていない。

介護記録の作成がヘルパーの負担になっている。
介護記録に誤りや記入漏れが多く、月末の修正に時間が
かかる。
利用者の情報についてリアルタイムで把握することが難しい。

必要な書類をすぐに取り出すことができず、余計な作業
時間がかかる。
書類を保管する場所がないため、書類を少なくしたい。

介護手順書や訪問予定の連絡などを電話で行っているため、
サ責の負担が大きい。
メールでの指示に対して、実際に閲覧され、情報が伝わっ
ているのか分からない。

ヘルパーからのサービス実施報告の電話対応に時間がと
られる。
サ責が忙しそうで、タイムリーに報告すべきことを全て伝
えられない。
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直行直帰型のヘルパーが多く、ヘルパー同士で情報を共
有する機会が持てない。
他のヘルパーが持つスキル・ノウハウを共有する機会を
つくりたい。

職場の人間関係によって離職する職員が多い。
ヘルパーが顔を合わせて日頃の悩み等を相談する機会が
ない。
事業所でイベントなどを開催してもヘルパーの集まりが
悪い。

多職種間の情報共有がうまくいかない。
他事業所などがFAXや電話でのやりとりを中心としてい
るため、自事業所がICT化を進めても効果が出ない。

サ責が事務処理や代行訪問など「何でも屋」になってしまっ
ている。
サ責が本来業務を行う時間がない。
サ責自身が業務効率化に対する意識がない。

サ責に集中した業務を減らし、本来業務に集中できる環
境をつくりたい。
特定の時期に作業が集中し、残業等が多くなってしまう。

難しいケースはサ責のみが対応している。
ヘルパー研修のカリキュラムに変化を持たせることができ
ず、当初の目的がぼやけてしまう。

ICT機器を導入して職員の負担軽減や業務効率化を図り
たい。
ICT機器の使用方法に困る職員が多く、スムーズな導入
が難しい。

研修時間の調整ができず、研修に全職員が参加できない。
研修に参加できなかった職員のために、同じ研修を何度
も実施しなければならない。

ポスティング、折込チラシなど、従来の方法ではヘルパー
の採用ができない。
応募がないにもかかわらず、人材募集のためのコスト負
担が大きい。
優秀な人材を確保したい。

給与計算や未収金などの管理が煩雑。計算ミスや徴収漏
れなどが発生する。
請求事務などの事務処理に時間がとられ、月末・月初に
残業が増える。
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